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発 刊 の と は

これまでにも農業関係者の結合体がなV,わけではなか った｡ある場合は自発的だ ったし畔に半官製的だ

ったことも･ある..また機関誌の発行もあったが何れも永つづきしなか ったように思う｡今回私共は他把強い

られるこよなく金 く自発的な気持ちから沖縄農業酢死金を鹿成することにしたO.ちようどその時期にきてい

るのではなV,かと思われたからであるOと云うのは農業自体の体質改歯の点から幾多の問題点をかかえてV , ･

るし対外的には特に貿易自由化の面から甘廉やパインアップルの輸出農産業に患いてコス トダウン､品位そ

の他の耕種などの研究課題が山研している｡

戦前 ｢品種は台湾から､栽培技術は日本から｣の合言葉があったように思うが､その日本と隔絶し台湾

との交流も意にまかせない現状である｡.反対に米本土や-ワイなどからの品億導入や幡種交換はそれほど困

難でなV ,･o こう云 う新し小事愚に即応してますます沖縄農業の責める立場を堅固忙しさらに発展せしめる上

から御互農業関係者が手をにぎり合う･こと披大切な時期であると思われる｡かつ機関誌を通じて研究政教を

発表すれば御互のみならず関係方面にもたらす効果も大きV,と思 うOこれも当卦年二回と云 うことだが近い

将来撃刊にすることも決して夢と比取ってV'ない｡

大田主席披就任当初から.銑鹸場と琉大関旅学部との接地を言明して潜られたO今L=Tで按日米謙結合の現

われの一つとして r琉球模擬農機｣のスター トも見ているQあれや･これやで戯工蘭間の収入面の職責射程廿L

縮少されるであろうOわれらは仲純戯業の後進性を徒らになげ く齢な くこれを打開し向此するための勢力を

払 ってゆきた く思う｡そのためにも本金をいよV,･よ発掻せ しめねばならなV,｡大方の御賛同と御協カを切に

御願いする次観であり史すO ･(5月5日)

沖縄農1緯研穿宅:愈股立準備 串 良置
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